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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

テーマ案の紹介 

 

（木村） それでは、テーマ案が出揃いましたので、まずは A 班からご説明いただければ

と思います。 

 

―― A-1 ですが、原子力発電の他に、今は火力発電があるので、最新の火力発電も含めた

必要性について討論してみたいなということで提案させていただきました。よろしくお願

いします。（拍手） 

 

―― 今回、この場に参加していて思ったのもあるのですけれども、原子力の専門家と市

民の場づくり、あと、原子力の専門家だけだと少し足りない部分もあるということが話し

合いで分かってきたので、その他分野の専門家の方々を交えての場の作り方について、を

挙げさせていただきました。（拍手） 

 

（木村） では、B 班さん、お願いします。 

 

―― では、B 班についてご説明させていただきます。 

 B-1 は、「原子力発電所なしで電力は『本当に』足りるの？」です。あえて「本当に」と

書いているのは、今電気が点いているけれども、原発は止まっているじゃないかというこ

とで、このままずっと止まっていたら、将来的に本当にそれでいいのか、というところを

議論したらどうか、ということです。 

 B-2 は、「原子力情報のパンフレットを作ってみてはどうか」。せっかくフォーラムという

場があるので、こんなパンフレットを作ったらどうだろうかというのを、市民と専門家が

一緒になって考え、アイディアを出し合ったらどうかということで、2 つの案を提案させて

いただきます。以上です。（拍手） 

 

（木村） では、C 班さん、お願いします。 

 

―― C-1 は、私が出させていただきました。「原発は本当に必要なものなのか？」。お話を

する中で、どうも、今の生活を維持するための電力をどう必要とするか、という話が多く

て、では、今の生活を維持することってそんなに必要なのかという思いから、B-1 とは少し

違う意味での「本当に」なのですが、出させていただきました。 
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―― C-2 ですけれども、リスクの話がかみ合わないということもあって、特に専門家と市

民が考えているリスクには少し違いがあるのではないか。その違いを突き詰めて議論をす

ると面白いのではないかと思って、C-2 を挙げました。以上です。（拍手） 

 

（木村） ありがとうございます。それでは投票に移りたいと思いますが、B-1 と C-1 は同

じと考えていいですか？ 

 

―― 違うところもあるけれども、同じ枠内でも議論はできると思います。 

 

―― ええ、同じような話が出てくるかなと。 

 

―― C-1 の中に B-1 が含まれる。 

 

（木村） 含まれる？ B-1 は電力の話で、C-1 は原発の話なので、違う枠かもしれないの

ですよね。でも、票が分かれてしまうのももったいない。では、B-1 は C-1 に含まれるとい

う話もあったので、C-1 に代表させて、5 択になります。 

 A-1：火力発電は必要か？ 

 A-2：原子力の専門家＆他分野＆市民の場のつくり方 

 B-2：原子力情報のパンフレットを作ってみてはどうか 

 C-1：原発は本当に必要なものなのか？ 

 C-2：専門家と市民の考えるリスクの違いとは？ 

 この 5 択にしたいと思います。お手元の投票用紙に書いていただいて、また回収に伺い

ますので、そちらに投票してください。よろしくお願いします。 

 

（投票） 

 

（木村） 投票が終わりましたら、本日のフォーラムに関するアンケートをご記入いただ

いて、最後の振り返りに備えてください。こちらを見ながら振り返りを話していただきま

すので、封筒にはまだ入れずに、持っておいていただいたほうがよろしいかと思います。

アンケートの記入に移ってください。 

 

（投票） 

 

（木村） それでは、投票の結果はこちらで集計します。 


